
21.6.2 経済部
現下の経済状況
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北海道消費者物価指数の推移（生鮮食品を除く総合）
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出典：総務省 2020年基準消費者物価指数 指数（2020年＝100）
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原油･原材料価格高騰の影響

出典：北海道 企業経営者意識調査 （令和５年10-12月期 中間集計）

◎調査開始（R3.10-12月期）以降､「大いに影響がある」､「影響がある」､「多少影響があ

る」を合わせた「影響がある」と回答した企業の割合は､９割を超える高い水準で推移。
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◎調査開始（R4.7-9月期）以降、徐々に価格転嫁が進んでいるものの、『価格転嫁が進んで

いない企業』は、依然として５割存在しており、価格転嫁が厳しい状況。

価格転嫁の状況

出典：北海道経済部「企業経営者意識調査（令和5年10-12月期 中間集計）」
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◎「非常に深刻な影響を受けている」､「一定の影響を受けている」を合わせた「人手不足

の影響を受けている」と回答した企業の割合は､９割を超える。

◎卸･小売業が95.1％と最も高く、最も低い運輸業でも86.9％と、全ての業種で高水準。

人手不足の影響

出典：北海道経済部「企業経営者意識調査（令和5年10-12月期 中間集計）」
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（地域の事業者等の声）

事業者等の声

○仕入価格、電気代、包装資材等あらゆる経費が高くなっており、

○従業員確保に苦慮。募集しても、なかなか応募がない。

○原材料等の価格高騰で、機械の更新などの必要な設備投資が
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（地域の事業者等の声）

事業者等の声

直面し、厳しい経営状況が継続。
○輸送の効率化など経費削減には取り組んでいるが、コストの

農業者・
農業関係
団体

○今後も原油価格高騰が懸念されることから、省エネ機器・資材
等の導入や、無加温ハウスの整備に関する支援策を講じてほし
い。
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